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鋼繊維の付着特性と鋼繊維補強コンクリートの力学的特性との関係

Rela･tionshipofMechanicalBehaviorofSteelFiberReinforced

concreteandBondPropertyofSteelFibers
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様な形状寸法のものである.しかし,図 1(a)に示すよ

鋼繊維補強コンクリート (以下,SFRCと表す)の重

要な力学的特性の一つは,ひびわれ発生後変形が相当に

進行しても優れた耐力を有する点である.この特性は用

いる鋼繊維の混入率はもとより,鋼繊維の形状,寸法お

よび材質等によって著しく相異することが指摘されてい

る.とくに後者の鋼繊維に関する諸要因が上記の変形特

性に及ぼす影響は鋼繊維の付着特性と密接に関係がある

と思われる.SFRCのような複合体中の鋼繊維の付着性

状を直接的に把握することは不可能に近いが,この複合

体として力学的挙動と素材としての繊維の付着特性を関

連づけようとする試みはすでに行われている.しかし両

者の関係を明確にしたものは見当らない.

本研究では,引張強度の異なる3種の素材をせん断し

て製造した形状特性と材質の異なる鋼繊維を含む計8種

の鋼繊維を用いて,直接引張および曲亭ヂ試験方法による

鋼繊維の付着試験を行うとともにこれらの繊維を用いた

sFRCの強度及び変形特性を検討した.

また,上記の試験結果に基づき,鋼繊維のマトリック

スからの引き抜け特性とSFRCの強度および変形性状

におよぽす鋼繊維の形状および材質の影響をそれぞれ検

討すると共に素材としての繊維の付着特性と複合体とし

てのSFRCの力学的挙動との関係を詳細に検討した.さ

らに,それらの考察に基づき,直接引張および曲げ試験

の2種の付着試験方法についても検討を加えた.

2. 実 験 の 概 要

(1) 鋼繊維 実験に使用した鋼繊維の種類および形

状寸法は表 1に示すとおりである.すなわち引張強度が

40-50kg/mm2,70-80kg/mm2および110-120kg/

mm2で,しかも引張強度が大きいものほど硬度が大とな

る3種の素材から製造したストレー ト状鋼線維 (No.1

-No.3)および波形の鋼繊維 (No.4-No.6)の計6種

を基準としている.なお,N0.7はカットワイヤーにイン

デント加工を施したもの,N0.8は片端に小突起を有す

るせん断鋼繊維である.

(2) 付着試験方法 a) 引張試験 :供試体はモル

タルの直接引張試験に用いられるプリケット供試体と同
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うに最小断面部分においてスリットに2分されており,

鋼繊維はスリットに1.5cm間隔で正方形を構成するよ

うに設けられた4個の穴を横切って引張応力方向に配置

した.なお,これらの鋼繊維の埋込み長さ (測定区間)

はいずれも10mm一定とした (図1(b)).

b) 曲げ試験 1.供試体はセメントの強さ試験の曲げ

強度用試験体と同様な形状寸法 (4×4×16cm)の角柱体

であって,図2(a)に示すように長さ中央においてスリ

ットによって2分されている.鋼繊維は図2(b)に示す

ように,スリット下縁 (載荷時の引張縁)から6mmの

高さに8mm間隔に設けられた4個の穴を横切って引

張応力方向に配置した.

C) モルタルの配合 :モルタルは水セメント比を50

表1 使用した鋼線維の諸元
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図1 直接引張試験用供試体の形状寸法と鋼繊維の配置
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図2 曲げ試験用供試体の形状寸法と鋼繊維の配置
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